
 

令和５(2023)年度日本歴史研究コース授業計画 

授業名 技術史・環境史—古代技術史— 

担当教員 藤尾慎一郎・教授 

授業概要 
縄文・弥生・古墳時代の資料の、考古学的・自然科学的な製作技術に関する講義と演習 

を教科書を使って行う。 

教育目標・

目的 

縄文・弥生・古墳時代における考古学的・自然科学的な製作技術に関する知識を習得で 
きる。 演習を行うことによって理解度を観察する。 

成績評価 
授業と演習の２段構えで行い、評価は以下の配分で行う。 １ 演習は、研究史を正当に

理解しているか。40％ ２ 演習は、関連研究のプライオリティーを守られているか。

40％ ３ 授業への参加貢献度 20％ 

授業計画 

1.土器 1（韓国青銅器時代） 9.青銅器鋳造Ⅰ（武器型） 

2.土器 2（弥生時代前期） 10.青銅器鋳造Ⅱ（銅鐸） 

3.土器 3（韓国初期鉄器時代） 11.戦い・武器 

4.生業（水田稲作。造田など） 12.集落（竪穴住居、掘立柱建物） 

5.大陸系磨製石器（農工具） 13.墓地（列島各地の弥生時代の墓地） 

6.木製農具 14.絵（土器、木、石） 

7.製鉄 1（製錬から精錬まで） 15.装飾品（貝輪、玉類、ガラス） 

8.製鉄 2（鉄器製作）  

実施場所 総合研究棟第 3 研修室 使用言語  日本語 Japanese 

前期・後期

の別 
後期 

 

対象年次 ３，４，５ 
 

単 位 数 
単位 

２ 

教科書・ 
参考図書 

潮見浩『図解 技術の考古学』有斐閣選書 913，1988 

備考  

 


